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４月 8日（月）第１学期始業式・入学式 ９月21日（土）運動会
10日（水）２年生以上給食開始 24日（火）運動会振替休業日
12日（金）１年生給食開始 10月 8日（火）市陸上記録会
18日（木）全国学力学習状況調査（６年） 10日（木）４年やまのこ学習
26日（金）学習参観日・学級懇談会 18日（金）ようこそ先輩

５月15日（水）・16日（木） ６年修学旅行 （能登川中学校吹奏楽部来校）
20日（月）～24日（金）家庭訪問 11月19日（火）能登川地区芸術鑑賞会

６月 6日（木）オープンスクール （６年児童参加）
（2020年度小学校就学児童保護者対象） 27日（水）マラソン大会

19日（水）音楽集会（保護者参観） 12月 6日（金）６年平和祈念館見学
20日（木）音楽集会（祖父母参観） 17日（火）～20日（金）２学期末個別懇談会

７月18日（木）～22日（月）１学期末個別懇談会 23日（月）第２学期終業式
19日（金）第１学期終業式 １月 7日（火）第３学期始業式
25日（木）市水泳記録会 27日（月）～28日（火）５年フローティングスクール
30日（火）県陸上記録会 29日（水）～30日（木）５年フローティングスクール

８月27日（火）第２学期始業式 ２月 4日（火）一日入学・入学説明会
（2020年度小学校就学児童・保護者対象）

6日（木）Ｗｅｌｃｏｍｅ能中
（６年児童参加）

28日（金）６年生を送る会
３月19日（木）卒業証書授与式

24日（火）修了式

平成３１年度行事予定一覧

現在わかっているものの概要です。予定ですので、変更
させていただく場合がありますことをご了承ください。
新年度になりましたら、詳細をお知らせいたします。

『自分も友だちも大切にできる集団づくり』は本校の重点目標のひとつです。この目標に向けて、
これまでの取組は継続するとともに、より充実したものにしていきたいと考えています。

Ｈ３０年度の取組や指導は継続 Ｈ３１年度には
□日々の継続した指導・取組 次の取組の充実を図りたいと考えています
□たてわり活動・みんな遊び □『ストップいじめ！』の児童会の全校的な取組を企画
□人権集会 □保護者の方との連携のもとでの取組を模索
□あいさつ運動
□子どもアンケート
□教育相談週間（年２回） など

２ お知らせ
□第３学年以上は各学期に２回程度水曜６校時に授業を行う方向で検討しています

２０２０年度から新しい学習指導要領（平成２９年３月公示）が全面実施となり、今年度においても移行

措置や外国語（５・６年）・外国語活動（３・４年）、特別の教科「道徳」などで先行実施を行っています。

また、来年度は、外国語・外国語活動の指導時間数が、今年度よりさらに１０時間程度増えるため、

授業時間の確保をはじめとした教育課程の検討を重ねてきました。このようななかで、第３学年以上は

各学期に２回程度、水曜６校時に授業を行う予定です。

＊具体的なことにつきましては、新年度に入りましたらお知らせいたします。

□１学期末・２学期末ともに個別懇談会を行います
これまで、１学期末は学級全体での期末懇談会を、２学期末は個別懇談会を行っておりましたが、

来年度からは、１学期末・２学期末ともに個別懇談会を行います。お子さまの育ちについて、より連携が

深められればと願っています。

平成３１年度に向けて

１ 自分も友だちも大切にできる集団づくり（交わりを通して学ぶ）

未然防止の

視点から
日々の関わりとともに

早期発見の視点から

卒業・修了の時を迎えて
～平成３１年度に向けて～

校長 宮 居 伝
木々の芽吹きに春を感じる季節となり、子どもたちは、いよいよ卒業・修了の時を迎え

ます。
ところで、ある小冊子に、次のような一節が書かれてありました。この一年をふり返るにあたり、

そして、これからも大切にすべき視点との思いから紹介させていただきます。

…（略）… 「日の出や日の入りを見て感動した」「自分の背丈よりも高い木に登った」など、

多くの大人が、かつて体験したことが、社会の変化とともに体験する機会も少なくなってきて

います。子どもたちの生活も大きく変化し、体を通して肌で感じる力が弱り、さまざまな

「器用さ」が、子どもたちから奪われてきているのではと感じています。

また、現代の子どもたちは「手先の器用さ」とともに「心の器用さ」も失いかけているように思い

ます。コミュニケーションをとること、他人と話すこと、集団で群れて遊ぶことなど。 …（略）…

「一年を思う者は花を育てよ。十年を思う者は木を育てよ。百年を思う者は人を育てよ」と言う

言葉があります。百年先のことを自分の目で見ることはできません。

しかし、子どもにはいい時代をプレゼントしたいものです。大人としては、親としては…。

今、大人が、親が「手を打つ」べきことはたくさんあります。現実から目をそむけないこと、逃げ

ないでありのままの姿を見つめること。そして、しっかりと「誉め」、きちんと「叱る」こと。…

子どもたちを取り巻く環境は著しい速さで変化し、複雑で先を見通すことが難しい時代を迎えて

います。

しかし、このようななかにあっても、前述のような、これまでから大切にしてきた不易の事柄を

忘れてはならないように思います。私たち教職員もまた、日々の教育活動を、この視点から振り

返る必要があるように感じています。

一人ひとりの子どもにとって節目となる出来事、そして、大きな

節目となる行事などを大切にし、このことが子どもたちにとって

転機となってくれればと願ってきたこの一年でした。そして、以前、

学校だより第１１号でお伝えいたしましたように、学校評価（保護者

アンケート・子どもアンケート・教職員評価等）をもとに、この

一年の振り返りを行いました。保護者のみなさまからいただきました

評価の集計結果（裏面）やご意見なども大切にしながら、次年度に

向け、取り組みたいと考えております。

最後になりましたが、いただきましたご意見のなかには「なるほ

どと厳しく受けとめ考えていかなければならないもの」もあり、真

摯に反省し努力を積み重ねていきたいと考えております。また、学

校の取組への励ましやエールを送っていただいたものもあり、大変

心強く感じました。今後とも、どうかよろしくお願いいたします。

能登川南小学校のシンボル

「くすのき｣


